
生きものは語る

『生きもの調査』による

水田環境の健康診断および改善の

可能性をさぐる
ＮＰＯ法人田んぼ 舩橋玲二





『生きもの調査』から

知る楽しさ： 生きもの 自分の田んぼ

保全のための情報： レッドリスト掲載種など

コミュニケーション・ツール

環境を評価



田んぼの生きものはなぜ減った？

農薬：毒性、残留性・・・

農地の構造変化：連続性、乾燥化・・・

農法の変化：時期、耕起、機械化・・・



３９４２田んぼの

生きもの調査



種群として扱う

農薬

土の豊かさ

風致













世界農業遺産地域大崎耕土では

認証米制度を立ち上げ

３９４２田んぼの生きもの調査：必須項目に

毎年、モニタリングしていく



調査結果から自己診断

調査の時期の工夫、

調査のしやすさから、環境の連続性を考える

土づくりをもっとがんばろう！ ほか



大崎耕土のこれから

意識の向上

環境配慮メニューの提示

多様な生きものの世界と農業との関わり

真に持続的な産地として



大崎耕土だけではなく

ラムサール条約登録湿地やその周辺

世界農業遺産・日本農業遺産

ユネスコＢＲ ほか

エシカルな消費へ


